
第１学年　学級活動　学習指導案
１　題　材　第１学年「健康について考えよう」
　　　　　　学級活動「(2)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全」
　　　　　　　　　　　エ　心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成
２　題材設定の理由
　　短命県である青森県の死因の約半分は、がんをはじめとする生活習慣病である。生活習慣病は、長い時間をかけて進行する蓄積型の病気であり、生活習慣は小児期から形成されるといわれている。
そこで、中学校１年生の段階で、青森県が短命県であることや「人の健康の一生（健康物語）」について理解させることは、その生徒の今後の長い人生の健康を考えたとき極めて重要であり、短命県青森県の健康の実情を考えると、生徒だけでなく青森県の未来につながる有効な手立てであると考えている。なかでも、生活習慣が症状の乏しい疾病（メタボリックシンドローム、歯周病など）を引き起こし、その後致命的な疾病・病態につながるという一連の関連性「人の健康の一生（健康物語）」を理解することが重要である。
　　生徒は、ここでの学びをもとに、青森県の課題としての生活習慣について理解を深めるだけでなく、自分の生活を振り返り、自分の生活習慣の課題についても捉えることが期待できる。青森県が短命県である原因を調べたり、青森県が短命県を脱出する方法を考えたり、友達の意見に触れたりする中で、自分や家族の生活習慣を改善するヒントを見つけさせたい。
　　ここで学んだことを、日常的に意識しながら生活することは、生徒自身の未来にもつながることでもあり、生涯にわたって、元気に生活する基盤づくりとなり、また、学校で学んだことを各家庭で生徒を通して発信させることで、家族の健康を守ることにもつながっていくと考えられる。
　　本題材で学んだことを、保健体育をはじめ、様々な教科の学習と結び付け、生徒の日常生活の真ん中にいつでも元気に生きるための「健康」という柱が、青森県の生徒に備わることを期待している。
３　題材の評価基準
	よりよい生活を築くための
知識・技能
	集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現
	主体的に生活を
よりよくしようとする態度

	　現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進するために、節度ある生活を送り、自己管理を行うことの意義やそのために必要となることを理解している。
	　学校内外における日常の健康に関する課題を見いだし、自らの生活環境や健康維持に必要な生活習慣等について、多様な意見をもとに自ら意思決定し実践している。
	　主体的に生活習慣の改善や健康の維持増進に努めるとともに、将来にわたって自他の健康な生活づくりに配慮しようとしている。



４　指導と評価の計画（２時間）
	学習
過程
	学習活動

	備考


	事前の活動
	問
題
の
発
見

	1 事前アンケート「健康について」フォームで回答する。
2 家族にもアンケートをお願いしておく。

	・本人、家族がどれだけ健康に　
気を付けた生活をしているか　
を計れるようなアンケート。
※本人、家族も同様のアンケー
トとする。

	２時間構成

	
	１時間目（１／２）
	２時間目（２／２）
	・資料「青森県の現状」（１／
２）
・平均寿命の数値、全国順位を　
提示（１／２）
・資料「人の健康の一生（健康
物語）」（２／２）
・生活習慣病が大きな原因であ　
ることを確認
〔知・技〕
　現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進するために、節度ある生活を送り、自己管理を行うことの意義やそのために必要となることを理解している。
※生活習慣が症状の乏しい疾病（メタボリックシンドローム、歯周病など）を引き起こし、その後致命的な疾病・病態につながるという一連の関連性を理解することが重要である。

	
	
	①「健康について」のア
ンケートの結果を見
る。
②「青森県の現状」につ
いて知る。
③青森県が短命県である
原因を探る。

	①「健康について」のア
ンケートの結果を見
る。
②青森県が短命県を脱出
する方法について考え
る。
③「人の健康の一生（健
康物語）」について知
る。

	

	
	解決方法の話し合い
	①青森県が短命県である
原因や特徴について考
え、小集団で意見交換
をする。
②生活習慣病にならない
ようにするために必要
なことを考える。
	①青森県が短命県を脱出
する方法を考え、小集
団で意見交換をする。
②短命県を脱出するため
に、今から自分ででき
ることを考える。
	

	
	解決方法の決定

	①友達の発表を聞く。
②教師の話を聞く。
③友達や教師の話などか
ら、生活習慣の大切さ
について気付かせ、実
践につなげる。
④今後の実践について確
認する。

	①友達の発表を聞く。
②教師の話を聞く。
③友達や教師の話などか
ら、短命県を脱出する
ために自分にもできる
具体的な行動を決定す
る。
④今後の実践について確
認する。

	〔思・判・表〕
　学校内外における日常の健康に関する課題を見いだし、自らの生活環境や健康維持に必要な生活習慣等について、多様な意見をもとに自ら意思決定し実践している。


	事後の活動

	決めたことの実践
	①自分で決めたことを継続して実践する。
②実践したことをチェックカードに記入する。

	

	
	振り返り

	①月に１回チェックカードを活用して、自己評価、　
班員からの評価を受ける。
②教師や保護者からの励ましのメッセージを読む。

	〔態度〕
　主体的に生活習慣の改善や健康の維持増進に努めるとともに、将来にわたって自他の健康な生活づくりに配慮しようとしている。


４　「健康について考えよう」（１／２時間）
（１）題材　
・健康について考えよう
（２）目指す生徒の姿
　　　・青森県の現状について理解している。
　　　・青森県が短命県である原因を調べ、表現している。
（３）本時の展開
	段階

	生徒の活動

	○目指す生徒の姿
指導上の留意点（・）

	導
入
15分

	１　アンケートの結果について考える。5分
・日本の現在の最高年齢の方の年齢
・何歳まで生きたいか
・長生きの秘訣
・健康のために取り組んでいること
２　「青森県の現状」について知る。10分
３　今日の学習のめあてを知る。

	・事前アンケートの結果を活用し、生徒、家族の健康意識を把握する。
・「青森県の現状」のP5までを話し、青森県の平均寿命が男女共に全国最下位であることと青森県が短命県であることをおさえる。自分事とできるように調べさせても良い。また、自分が住んでいる市町村の現状に触れるとより自分事とすることができる。

	
	
	青森県が短命県である原因や特徴について考えよう。   
	

	
	
	

	展
開
30分

	４　青森県が短命県である原因や特徴について考える。20分
（１）予想する
（２）調べる。
（３）発表する。

	・ICT機器等を使い、調べさせる。
・調べたことを発表し合い、考えを　広げさせる。
○青森県が短命県である原因を調べ、表現している。
【思考・判断・表現】

	
	５　「青森県の現状」について知る。10分

	・「青森県の現状」のP6～P8を話し、40代以降の死亡率が、青森県は高いことをおさえる。
・生活習慣病は時間をかけて発症することをおさえる。

	終
末
5分

	６　今日の学習についてワークシートにまとめる。
	○青森県の現状について理解してい　る。【知識・技能】

	
	
	　青森県は、40代以降の死亡率が高いという特徴が短命県とつながっている。青森県の主な死因である生活習慣病は、小児期からの生活習慣の積み重ねがその発症や発症後の進行に深く関わっていることから、中学生の今から生活習慣を考える必要がある。
	

	
	７　次時の学習を知る。

	※二重線は、この時間に生徒に理解させたい内容。
・次時は、青森県が短命県を脱出す　る方法について考えることを伝　え、家族とも相談してくるよう連　絡する。


５　「健康について考えよう」（２／２時間）
（１）題材
　　・健康について考えよう
（２）目指す生徒の姿
　　・「人の健康の一生（健康物語）」について理解している。
　　・青森県が短命県を脱出する方法について、多様な意見をもとに意思決定している。
（３）本時の展開
	段階

	生徒の活動

	○目指す生徒の姿
指導上の留意点（・）

	導
入
10分

	１　前時について振り返る。5分
２　アンケートの結果について考える。5分
・長生きの秘訣
・健康のために取り組んでいること
３　今日の学習のめあてを知る。
	・前時のワークシートのまとめを紹　介し、前時の学習を想起させる。
・事前アンケートの結果を活用し、生徒、家族の健康意識を把握する。


	
	
	　青森県が短命県を脱出するにはどうすればいいか考えよう。   
	

	
	
	

	展
開
35分

	４　短命県を脱出する方法を考える。20分
（１）一人で調べる。
（２）グループで話し合う。
（３）短命県を脱出する方法を発表する。

	・ワークシートに記入させる。
・それぞれの考えを発表し、グルー　プの考えをまとめさせる。
・各グループから短命県を脱出する　方法を発表させる。


	
	５　「人の健康の一生（健康物語）」について知
る。10分

	・資料「人の健康の一生（健康物語）」を活用し、年齢を重ねると、生活習慣病になるリスクが高まることをおさえる。
・生活習慣病は年月をかけて発症し、痛みがなく静かに症状が進行していくことをおさえる。
○「人の健康の一生（健康物語）」について理解している。【知識・技能】

	
	６　短命県を脱出するために、今から自分でできることを考え、発表する。5分

	・一人一人の努力が大切なことに気　付かせ、それぞれが前向きに暮ら　し、健康で長生きするためにはどうすればいいか考えさせる。
・自分事として考えさせる。
○青森県が短命県を脱出する方法に　ついて、多様な意見をもとに意思　決定している。
　　　　　　【思考・判断・表現】

	終
末
5分

	７　今日の学習についてワークシートにまとめる。
	

	
	
	　それぞれが健康であることが短命県を脱出することになる。自分でできる生活習慣改善をできることから続けることが大事。
	

	
	
	※二重線は、この時間に生徒に理解させたい内容。
・日常的に健康を意識して生徒が過　ごせるよう、教員の方からも声が　けをし、健康意識の継続を図って　いく。


中学生用生活習慣病予防プログラム①








